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(前月比〉

人口(男) ~~. ~~~ ~ ~~! I ( 
(女)36. 786 + 1 88 
(計)70.621 + 369 

世帯数 21.123+ 152 
5月1日現在

~CW~ク会アシ

毎月 l回発行

市内24の子供会から1500人が参加

第27回大村市子供大会ガ開かれましだ。

グランドいっぱいに広がつだタッチで、ジャンケンや、

子供会対抗綱引き、1)レ などの競技に熱戦を展開……

お父さんあ田さんだちと、楽しし¥1日をすごしました。

(5月10日陸上競授場)
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自
局
側出場
掴
@
包
商
品
d

〈

@

大

村

市

長

松

本

祭

の
た
め
鼎
た
4
ベ
き
役
削
の
市
宮
作

下

分

譲

し

、
市
政
雄
前
の
た
め

令
h
M
を
訪
問
注
し
で
ωm
w
hd，
る
所
存
で

ご
E
い
ま
す
。

市
民
総
務
加
に
よ
る
市
民
向
た
め

の
都
市
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、
公

正

梢

揮

・
活
力
あ
る
行
政
を
行
う

た
め
、

問
機
的
に
市
民
的
持
砧

町
戸

を
お
聞
き
し
.
市
政
に
十
分
辰
映
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
・

当
面
的
問
固
と
し
て
は
、
脊
盟問ダ

大
村
出
品
世
同
調
f
に
伴
aV4
7大

村
市
長
選
挙
が

4
H
M
描
日
市
内
謁

向
畦
泉
所
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
~
.

問
宇
品
且
汁
わ
れ
、
骨
荒
-
置

が
間
H
代
白
町
市
長
に
遭
ば
れ
ま
し

z
 

f
 

就
任
あ
い
さ

つ

夢
と
活
力
と
国
際
都
市

ニ
町
た
び
.
市
民
的勝
昌

同
種

い
ご
貰
担
に
よ
ワ
ま
し
て
市
長
に

舵
任
し
ま
し
た
。
地
kn自
治
出
典

松
本
新
市
長
は
司
訂
日
市
職

U

に
迎
τ
え
ら
れ
初
野
h
、
中
同
噌
弘
中
廿

園
町
盛
時

H
Eか
ら
当
直
厩
衡
を
控
与
さ

れ
就
任
式
で
は
‘
職
白
av丸
山
に

「市

町
品
開
背
任
者
と
し
て
前
立
を
担
‘ヲ

こ
と
と
な
勺
た
が
、ζ
れ
か
ら
は
，
市

を
め
ざ
し
て

'
ト
h
.

民
世
毒
血
に
よ
る
総
融
和
町
市
政
選

符
・
金
円
指
し
た
ど
と
あ
い
さ
つ
-

E
本
新
市
教
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
・

ム
の
再
開
発

U
F
l
ト
事
軍
の
収
益

m
k
wみ
が
あ
り
ま
す
.
さ
h

己
、
大

村
市
町
地
理
的
特
性
・
条
件
を
生
か

し
L
人目
I

ず
の
話
致
金
主
の
品
託
空

港
と
τ

同速
道
曲
目
活
問
理
大
村
品
川

円
匝
正
問
尭
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

寸
巴
向
時
に
住
み
よ
い
大
付
の
協
同
づ

く

η
の
た
め
に
‘
文
化
体
有
馬
訴

岬

充
実
拡
大
、
地
域
嗣
祉
の
縦
書
も

崎

m
H的
に
行
っ
て
い
く
所
作
で
あ

η
阿

ま
す
。

相

ま
た
‘
県
失

・
中
世
都
市
と
し
て
よ

地
場
距
離
町
強
化
育
成

・
商
匝
街
円

前
性
化
b
字
、
押
'
量
め
て
ま
い
り

事

$
1

今
佳
と
も
‘
絶
大
な
る
ご
王
号
』

協
力
を
臨
わ
り
ま
す
占
ヲ
必
闘
い
申

し
上
げ
、
就
任
問
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
.

2 -

企

市瞳買に迎えられ初宣庁する

総本市贋

書証選当らか

畏

畏

市

民

本
蚕

松
理
る

管

れ

撃

さ

選

与
島

捜
申

を

-v

-・
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町に変わります字を廃止

~6 月 22 日から~

• 
取昌@[fJの巳目白EB司自由
ができました

大
村
市
に
は
、
町
の
名
称
が
公
称

の
字
名
と
通
称
の
町
名
が
あ
り
、
皆

さ
ん
の
日
常
生
活
や
、
市
の
行
政
事

務
を
進
め
る
の
に
大
変
不
便
な
の
が

実
態
で
す
。

そ
こ
で
町
名
を
一
本
化
し
同
時
に

町
の
区
域
を
実
情
に
合
わ
せ
る
た

め、

町
名
町
界
の
整
理
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
今
回
大
村
地
区
第
5
次
分

と
し
て
、
玖
島
地
区
の
町
名
町
界
を

6
月
勾
日
か
ら
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

(
公
簿
の
変
更
手
続
き
)

市
役
所
に
備
え
つ
け
て
あ
る
戸
籍

簿
、
住
民
基
本
台
帳

・
印
鑑
登
録

・

選
挙
人
名
簿
な
ど
各
種
台
帳
の
本
籍
、

住
所
は
市
役
所
で
書
き
替
え
ま
す
。

法
務
局
の
土
地
建
物
の
所
在
表
示

は
法
務
局
で
書
き
替
え
ま
す
。
な
お
、

登
記
権
利
者
の
住
所
変
更
の
必
要
が

あ
る
と
き
(
所
有
権
の
異
動
な
ど
)

や
会
社
な
ど
法
人
の
事
務
所
お
よ
び

そ
の
代
表
者
の
住
所
に
変
更
を
生
じ

た
場
合
、
関
係
者
か
ら
法
務
局
に
届

け
出
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
法
務
局
に
・
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
届
け
出
の
必
要
が
あ
る
場

合
に
は
、
市
長
が
住
所
変
更
証
明
書

(
無
料
)
を
発
行
し
、
こ
れ
を
添
付
す

れ
ば
登
録
免
許
税
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
・
資
格
免
許
・
自

動
車
の
廃
車
な
ど
で
必
要
な
と
き
は

証
明
書
(
無
料
)
を
町
名
町
界
整
備
室

玖島地区変更後概況図
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

(
変
更
後
の
記
載
例
)

本
籍
地
・
住
所
な
ど
の
表
示

玖
島
郷
臼
番
地
は

玖
島
一
丁
目
白
番
地

土
地
・
建
物
の
表
示

玖
島
郷
字
本
小
路
日
番
は

玖
島

一
丁
目
白
番

以
上
の
よ
う
に
本
籍
地
・
住
所

・
印

鑑
登
録

・
郵
便
な
ど
は
「
0
0
番
地
」

土
地
建
物
な
ど
の
所
在
地
を
表
わ
す

と
き
は
「
0
0
番
」
と
し
ま
す
。

枝
番
が
つ
い
て
い
る
場
合
に
は
落

き
な
い
よ
う
に
正
し
く
書
い
て
く
だ

さ
い
。
色
々
な
面
で
法
律
上
の
権
利

関
係
に
問
題
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
き
い
。

町
名
変
更
お
知
ら
せ
用

無
料
は
が
き
を
配
布

関
係
地
区
の
皆
さ
ん
に
、
町
名
変

更
の
お
知
ら
せ
用
無
料
は
が
き
を
、

一
世
帯
初
枚
あ
て
町
務
連
絡
委
員
を

通
じ
配
布
し
ま
す
。
知
人
や
友
人
な

ど
へ
の
連
絡
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
番
に
数
字
で
な
い
符
合

を
用
い
た
り
、
地
番
が
複
雑
に
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
や
む
を
得
ず
従
来

の
地
番
を
変
更
し
て
あ
り
ま
す
の
で

新
旧
対
照
表
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

町
名
町
界
整
理
室
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新町名 変更前の大字 名

片
町まち

字片町及び玖島郷の一部

2 弘通二?fa王久島郷及びと久字原片郷町のの一一部部

3 
玖くし島ま一し丁ちょうめ目 玖島郷及びと久字原片郷町のの一一部部

4 
玖くし島まさ=ん丁ちょう目め

王久島郷及び字片町の一部

ご協力ください。)※80年代ひらく基礎です下水道 (工事中ご迷或をおかけしますが、-3 -
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へんさ嵩
て

の
し

持
出

闘
を

措
帽

-
E
一
3EF

顕
現

現
在
、
児
童
手
当
並
び
に
、
特
別

給
付
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、

6
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
け
は
、
受
給
者
の
前
年
度

の
所
得
や
養
育
な
ど
に

つ
い
て
、
6

月
1
日
現
在
の
状
況
を
確
認
し
、
引

続
き
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
大
事

な
手
続
き
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
け
を
忘
れ
る
と
、

6
月
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

①
印
鑑

⑦
児
童
手
当
、

特
例
給
付
現
況
届

※
受
給
中
の
人
に
は
5
月
末
頃
郵

送
し
ま
す

ください
--6月30日までです~

③
厚
生
年
金
な
ど

(国
民
年
金
を
除

く
)
の
加
入
者
は
、
事
業
主
発
行

の
年
金
加
入
証
明
書

④
児
童
が
他
市
町
村
に
い
る
場
合
は
、

住
民
票
の
写
し
お
よ
び
、
監
護
申

ム
リ
ム
童
田

⑤
昭
和
臼
年
1
月
2
日
以
降
に
転
入

さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
役
所

発
行
の
児
童
手
当
用
所
得
一証
明
書

。
再
申
請
は
早
め
に

引
年
度
中
に
、
所
得
制
限
を
超
過

し
た
り
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、

受
給
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
新
た
に

児
童
手
当
認
定
請
求
書
を
、
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
新
制
度
該
当
者
も
申
請
を

制
度
改
正
に
よ
り
、

今
年
4
月
l

現況届受付日程

月 日 場 所

6. 9 (火)三浦 ・鈴田出張所

10附 福重・松原・萱瀬出関庁

11(木)竹 本公 出 張所

12倒 西大 村 出張所

日
現
在
で
四
歳
未
満
の
児
童
を
2
人

以
上
養
育
し
て
い
る
人
で
、
そ
の
第

2
子
が
満
4
歳
末
満
(
昭
和
回
年
4

月
2
日
以
降
生
ま
れ
)
の
場
合
児
童

手
当
(
月
額
2
5
0
0
円
)
の
支
給

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

新
制
度
に
よ
る
申
請
を
ま
だ
、
お

済
み
で
な
い
人
も
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

現
況
届
の
場
合
と
同
じ
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ

市
民
課
記
録
係

※
な
お
、
別
表
の
日
程
で
、
各
出
張

所
で
も
、
現
況
屈
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

制
州
訓
川

¥ゴ〆

K
M彼
グ

河
辺
町
溺
羽

町サ
同
山
本

民

隼

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
年
金
の

手
続
き
は
も
う
お
す
み
で
す
か
。

す
で
に
大
部
分
の
方
が
手
続
き
を
く
だ
さ
い
。

終
了
し
て
お
冷
ま
す
が

、

ま

だ

未

提

ご

主

人

の

勤

め

先
の
確
認
を
受
け

出
の
方
は
す
ぐ
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

ず
に
届
け
出
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
を
さ
れ
そ
の
場
合
は
、
ご
主
人
の
健
康
保
険

る
と
き
は

「
届
書
」
に
必
要
事
項
を

証
と
厚
生
年
金
証

(年
金
手
帳
)
、

記
入
し
、
ご
主
人
の
勤
め
先
の
確
認
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

を
受
け
た
上
、
市
民
課
へ
提
出
し
て

年
金
手
帳
は
大
切
に

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

午前 9時~午後 4時

圃

時間

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
と
、
「
年
金
手
帳
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
こ
の
年
金
手
帳
に
は
、
厚
生

年
金
保
険
の
記
号
番
号
と
、

国
民
年

金
の
記
号
番
号
が
記
入
で
き
る
欄
が

あ
り
ま
す
。
学
卒
で
最
初
に
就
職
し

た
と
き
に
、
そ
の
人
の
厚
生
年
金
保

険
の
記
号
番
号
が
決
ま
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
記
号
番
号
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
な
い
人
が
、
初
歳
に
な

っ
て
国
民
年
金
に
最
初
に
加
入
し
た

と
き
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
記
号

と
番
号
は
、
そ
の
人
が
何
回
転
職
し

て
も
、
ま
た
、
ど
こ
の
都
道
府
県
に
引

っ
越
し
て
も

一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
の
記
号
と
番
号
を
基
に
し

て
、
そ
の
人
の
年
金
制
度
加
入
の
う

- 4-

え
で
必
要
な
こ
と
が
す
べ
て
記
録
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

年
金
手
帳
を
も
〉わっ

た
ら
、
そ
の

記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
氏
名
や
生
年

月
日
、
初
め
て
加
入
し
た
日
な
ど
が

違
っ
て
い
る
と
、
将
来
年
金
を
も
ら

う
と
き
に
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
も
し
、
汚
し
た
り
、
な
く
し

た
場
合
に
は
国
民
年
金
の
み
市
役
所

で
再
交
付
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

※ポケ老人介護相談電話室 2⑧ 9658(慈恵荘内、いつでも受け付けます)



麻
し
ん
(
は
レ
ガ
)
の

』

予
防
接
種
を

康
一

実
施
中
で
す

圃
該
当
す
る
幼
児

-
E
醐

①
生
後
同
ヶ
月
1
η
ヶ
月
ま
で
の

4
・

麻

し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い

幼
児
。

②
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
幼
児
。

料

金

無

料

接
種
期
限

6
月
初
日

ω

接
種
方
法
個
人
接
種
で
す
の
で
、

直
接
喧
定
さ
れ
た
医
院
で
受
け

て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
衛
生
係

※
接
種
医
院
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

5
月
号
の
市
政
だ
よ
り
を
ご
覧

下
き
い
。

合

ω
申
司
U
Eさ
日
叫
金

-b一
ホト
V

一
お一お一り一よ一た一市一

ハ
O

一
ク
U
-

ru
一

日
本
の
夏
は
高
温
多
湿
。
人
間
に

と
っ
て
は
過
ご
し
に
く
い
気
象
条
件
、

で
も
、
微
生
物
や
細
菌
が
増
え
る
に

は
最
高
の
条
件
な
の
で
す
。

食
中
毒
防
止
の
三
原
則

@
宣
伝
・
細
菌
を
つ
け
な
い

②
じ
ん
速
・
・
・
調
理
し
た
ら
す
ぐ
食
べ

ス出
③
加
熱
と
冷
却
・
・
・
冷
や
し
て
増
や
さ

ず
、
熱
し
て
殺
す

毎
日
の
食
卓
を
守
る
た
め
に
も
、

{
杢
胞
で
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
イ
ン
ト
を
。

④
そ
の
ほ
か
予
防
接
種
を
行
う
こ

と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
人
。

持
っ
て
く
る
も
の
母
子
健
康
手
帳

お
願
い
当
日
は
必
ず
体
温
を
計
っ

て
き
て
下
き
い
。

※
幼
稚
園
・
小
・
中
学
生
は
各
学
校

で
接
種
済
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
衛
生
係

よホ

表

実施場所 1回目 2回目

市 役 所 6月23日 6月30日

萱瀬 出 張 所 (火) (火)

福祉セ ン ター

西大村 コミニテ ィセンタ

7月1日6月24日
浦 出 張所

休) 休)
鈴 田 出 張所

竹 松 出 張所 6月25日 7月2日

福 重 出 張所 併す 休)

中地区 公 民館 6月26日 7月3日

松原 出 張所 栓} 省当

手呈日

妊
婦
教
室

(
明
日
の
親
の
だ
め
の
教
室
)
ヘ

参
加
し
ま
せ
ん
か

危
険
で
す

自
国
詰
@
自
芭
診
Q

富
a

@

な
昌
己
申
φ
a
b
h
w
ハ
3
3

最
近
、
農
薬
散
布
し
た
後
の
空
ビ

ン
・
空
袋
の
放
置
が
目
に
つ
き
ま
す
。

子
供
達
が
そ
れ
を
拾
っ
て
遊
ん
だ
り

す
る
と
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
後
の
空
ビ
ン
・
空
袋
は
農

地
に
放
置
し
な
い
で
、
適
正
な
管
理

を
行
う
こ
と
。

③
保
管
に
あ
た

っ
て
は
、
カ
ギ
の

か
か
る
場
所
に
保
管
し
、
盗
難

・
紛

失
の
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

③
盗
難
・

紛
失
等
事
故
が
発
生
し

た
受
口
は
、
す
み
や
か
に
農
協
等
に

届
け
出
る
こ
と
。

こ
れ
か
ら
お
田
さ
ん

・
お
父
さ
ん

に
な
る
あ
な
た
。
そ
し
て、

結
婚
前

の
若
い
あ
怠
だ
。
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
る
た
め
に
、
幸
せ
な
家
庭
を

つ
く
る
た
め
に
、
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
も

大
歓
迎
。

期
間

6
月
3
日
1
初
日
(
毎
週
水

曜
日
)
計

5
回

午

後

1
時
1

時間 午後 2時-3時

4
時

場
所
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
講
料

無
料

定

員

初

名

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
宮

@
3

1
A
P
O
-
-

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

※耳とことばの相談日 ( 6 月 20 日、午後 1 時~3時、福祉センター)

.. ~二J
デ吐噛 月{ー

宮 町 、~

需重
連盟 '!.:....，.-. ~ 

も 岳 主唱植え
，._tf. 一

思Z理

. 糊・E主演時討 . ι 

思 塁

間 部 哲
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62.6 市政だより あ、あ、むら

大
村
市
社
会
福
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

h
h

祉
協
議
会
で
は
、

お
願
い
し
ま
す
。

口
、

高
齢
者
の
皆
き
ん

佐
事
の
内
容

可
叫

が
、
老
後
の
生
活

事
務
員
・:
:
一
般
事
務
、
受
付
、

引
止

を

明

る

三

楽

し

く

宛

名

書

き

バ

健
康
に
過
さ
れ
る

軽
作
業
・
・

商
庖
工
場
な
ど
の
作

@

ょ

う

年

齢

に

あ

っ

業

、
物
品
の
配
送
、
庭
の
手
入

=

た
仕
事
の
紹
介
、

れ
(
草
取
り
)

ナ

あ
っ

せ
ん
を
し
て

管
理
員

宿
直
、
守
衛
、
喜

N
U

い
ま
す
。

家
事
手
伝
い
:
:
:
炊
事
、
掃
除
、

市
ψ

ま
た
、
働

く

希

洗

濯

、
留
守
番
、
子
守

凡
ぬ

望
を
持
つ
高
齢
者

そ
の
他
:
:
:
自
動
車
運
転
、
駐
車

3
3

を

受

け

入

れ

て

く

場

管

理

、
集
金
、
付
き
添
い
、

F
¥

だ

さ

る

事

業

所

や

介

護

一
般
家
庭
よ
り
の
求
人
も
受
け
付
け

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
(
福
祉

高
齢
者
の
、
豊
か
な
経
験
と
能
力
セ
ン
タ
ー

一
階

宮
@
1
3
5
1
)

i
i
i生
活
に
欠
か
せ
な
い

H命
の
道

H
i
l
i
i
i
j

第

m回
全
国
水
道
週
間

氏
U
白
川

1
i
口
u
t
y
ヴ

4

口
u

な
お
、
浄
水
場
施
設
見
学
ご
希

望
の
方
は
、
水
道
部
管
理
係
(
宮

@
1
1
1
3
)
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

求人・求職の皆さんへ
水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文

化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も

重
要
な
施
設
で
あ
り
、

地
域
社
会

の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

近
年
、
生
活
様
式
が
多
様
化
す

る
に
従

っ
て
水
需
要
が
増
大
し
、

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
大
村
市

で
は
第
9
回
拡
張
工
事
な
ど
を
行

い
、
施
設
の
整
備
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
水
道
に
つ
い

て
の
理
解
と
関
心
を
高
め
節
水
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

6
月
1
日
1
m即
日

防
犯
活
動
強
化
旬
間

大
村
警
察
署
で
は
、
6
月
1
日
か

ら
凶
日
ま
で
を
、
防
犯
活
動
強
化
旬

聞
に
指
定
し
て
、

①
盗
難
の
防
正
(
乗
物
盗

・
侵
入
盗
)

②
性
犯
罪
の
防
止

③
高
齢
者
被
害
の
犯
罪
及
び
事
故
の

防
ヰ

を
重
点
と
し
て
、
防
犯
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

期
間
中
、
大
村
市
連
合
防
犯
協
会

と
共
催
で
、
盗
犯
防
止
会
議
を
開
催

し
た
り
、
広
報
車
や
有
線
放
送
を
利

用
し
た
り
し
て
、
広
報
活
動
を
行
う

昭
和

μ
年
6
月

1
日
に
人
権
擁
護

委
員
法
が
施
工
さ

れ
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し

見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る
人

権
の
番
人
の
機
関

が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
人
権
擁
護

一
委
員
制
度
で
す
。

…

自
分
だ
け
で
な

一
く
、
あ
な
た
も
私

‘

も
み
ん
な
人
権
が

E
F
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご存知ですか

委員制度 j

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
大
村
市
内
全
域

で
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗

・空
巣
ね
ら
い
・

出
庖
荒
し
等
が
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
鍵
か
け
、
戸
締
り
を
確
実
に

励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
最
近
全
国
各
地
で
、
手
相

を
見
た
り
、
姓
名
判
断
を
し
た
り
し

て
不
吉
な
こ
と
を
告
げ
、
客
の
心
理

状
態
に
乗
じ
て
時
価
の
数
倍
の
価
格

で
印
鑑
ゃ
っ
ぽ
を
買
わ
せ
る
悪
質
な

霊
感
商
法
が
流
行
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
種
の
被
害
に
か
か
ら
な
い
よ
う

皆
さ
ん
が
、
日
常
生
活
を
営
む
う

え
で
、
困

っ
た
こ
と
や
悩
み
ご
と
、

心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権

擁
護
委
員
の
自
宅
で
、
い
つ
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
も
被

害
に
合
っ
た
ら
す
ぐ
警
察
へ
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
法
務
局
で
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
で
も
、
毎
月
第
1

木
曜
日
に
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

(広

報
公
聴
課
)
で
、
人
権
擁
護
委
員
に

よ
る
相
談
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

(
敬
称
略
)

石
橋
正
夫
久
原
1
丁
目
m
j
l

宮

@
6
0
9
4

木
場
1
丁
目
郎

官

@
0
1
9
7

杭
出
津
2
丁
目
似

合
⑭
2
8
6
0

松
原
1
丁
目

m

E
@
7
4
5
1
 

錦
戸
貞
子

山
) 11 

澄
哉

山
石
、
永

宏

- 6 -
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62・6 市政だより おあ、ι、5

a
恭
誠
実
信
a

第

2
号
刊
行

大
村
市
文
化
協
会
よ
り
B
4判、

1
1
6
ペ
ー
ジ
、
表
紙
は
カ
ラ
ー

四
代
事
王
大
村
純
長
公
の
陣
立
扉
風

の
絵
。
中
表
紙
に
ロ
代
事
玉
大
村
純

照
公
筆
の
「白
寿
と
七
福
神」
を
と
り

入
れ
ま
し
た
。
内
容
は
随
筆
、
大
村

の
民
謡
、
美
術
作
品
、
文
芸
作
品
、

姉
妹
都
市
の
角
館
町
か
ら
の
宝
円
相
な

ど
、
と
な

っ
て
い
ま
す
。

語
b
a只
V
S

領
布
価
格

1
部
5
0
0
円

申
し
込
み

社
会
教
育
課
内
大
村
市

文
化
協
会
事
務
局

(
大
村
公
園
)

月
上
旬

。
催
し
も
の
案
内

野
だ
て
6
月
7
日
制
午
前
日
時
1
午

後
4
時
桜
田
の
堀
中
の
島

飛
び
入
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会

6
月
7
日
間
午
後
l
時
1
4
時

花
し
よ
う
ぷ
園
横
特
設
舞
台

大
村
物
産
じ
げ
も
ん
市

6
月
1
日
開
1
日
日
開
午
前
日
時

1
午
後
7
時

花

し

よ
う
よ
園
横
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
看
護

H

コ
ス
モ
ス
会
H

地
域
医
療
の
一
環
と
し
て
、
大
村

市
立
病
院
看
護
婦
有
志
に
よ
る
、
在

宅
看
護
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

主
に
医
療
相
談
、
床
ず
れ
の
手
当
、

清
拭
、
洗
髪
、
機
能
訓
練
な
ど
で
家

族
の
方
々
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。病

院
に
通
、
え
ず
お
困
り
の
方
は
、

お
知
ら
せ
下
き
い
。
但
し
、
休
暇
を

利
用
し
て
の
活
動
の
た
め
、
ご
要
望

に
全
面
的
に
は
添
え
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

大
村
市
古
賀
島
町
1

3
3
番
地
幻
大
村
市
立
病
院

宮
(⑪

2
1
6
1

内
線
別
(
森
良
子
)

内
線
加
(
山
本
利
子
)

う
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
4

一一

昨
年
1
年
間
に
、
大
村
市
内
に
お

お

い
て
発
生
し
た
犯
罪
は
、
合
計
9
4

議

4
件
で
し
た
。
そ
の
う
ち
盗
難
7
6

ぷ

2
件
、
け
ん
か
な
ど
お
件
、
詐
欺
な

コ
ど
1
2
0
件
、
そ
の
他
M
件
と
な
っ

点
て
い
ま
す
。

以

こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い

一
段

で
、
次
の
点
を
中
心
に
警
察
の
捜
査

以
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

民一一

①
事
件
の
発
生
を
知

っ
た
場
合
は

2
 

m

お

直
ち
に
1
1
0
番
。

'
uk

一一

⑦
被
害
に
あ
っ
た
と
き
に
は
、
ど

ミ
¥
………

ん
な
小
さ
な
事
件
で
も
届
け
出
て
く

~
一……

だ
さ
い

二
一

③
聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

0

4

乏

(
大
村
警
察
署
)

不正大麻・けし撲滅運動
6月30日まで

E
し
〈
健
お
う
'
み
ん
砲
の
電
濠

①
電
波
は
正
し
く
使
い
線
局
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

不
法
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
、
ハ
イ
パ

二
②
不
法
電
波
は
、
み
ん

ワ
l
市
民
ラ
ジ
オ
、
不
法
コ
ー
ド

一
な
の
迷
惑
で
す
。

レ
ス
電
話
(
不
法
自
動
車
無
線
)

①
特
に
、
次
の
不
法
無
④
不
法
無
線
局
の
開
設
、
運
用
は
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

⑤
無
線
機
は
、
免
許
三

受
け
て
使
い
ま
し
ょ
う
n
f

問
い
合
わ
せ

九
州
電

気
通
信
監
理
局
電
気
通

信
部
⑤
抑
熊
本
市
健
軍

町
小
峯
2
6
1
4
1
2

2
0
9
6
j
3
6
8
1
 

6
8
6
3
 

植えてわるい大麻 ・けし
①大麻

②けし・・ソムニフェルム(一貫種・トルコ種 ・

インド種)、セテイゲルム

不正樹音または自生している大麻 ・けしを発見し

たら、保健所または警察署へご連絡ください。
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62.6 市政だより おおむら

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
と
と
る
は

安
全
で
す
か

昭
和
日
年
ア
周
お
日
夕
刻
か
ら
始
ま
っ
た
集
中
豪

雨

(
長
堕
人
水
害
)
で
¥
3
0
0人
も
の
犠
牲
者
を

出
し
だ
こ
と
は
¥
京
、だ
ヨ
催
山に
残
っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
大
村
市
で
も
か
な
り
の
翠
雲
」
受
け
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
間
囲
は
大
丈
夫
で
す
か
。

台
風
に
よ
る
風
率
貴

雨
期
の
集
虫
豪
雨
に
よ
る
水

害
は
¥
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
犠
牲
と
損
害
を
与
え
て

き
ま
し
だ
。

う
ち
は
絶
対
大
丈
夫
だ
と
か
¥
今
年
は
山
配
い
ら

な
い
、
だ
ろ
う
な
ど
と
い
う
安
易
な
考
え
μ
油
断
H

は

措
て
¥
も
う

一度
¥
周
り
を
確
か
め
¥
日
頃
か
ら
防

災
に
山
掛
け
ま
し
ょ
う
。

台
風
・
集
中
豪
雨
は

恐
ろ
レ
い

色
凪
瓜

V
S申
富
岡
巴

旬
元
宮

住
ま
い
の
補
強
を

・
支
持
力
の
弱
い
庭
木
、
煙
突
、
ア

ン
テ
ナ
、
塀
な
ど
の
補
強
。

・
下
水
、
側
溝
を
よ
く
掃
除
し
て
お

・
家
ま
わ
り
を
整
理
整
と
ん
し
、
風

で
吹
き
と
ば
さ
れ
そ
つ
な
も
の
は
片

物 ~
f 

づ
け
る
か
ロ

l
プ
を
か
け
る
な
ど
す

る。・
士
局
層
住
宅
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
も

の
を
片
づ
け
る
。

・
強
烈
な
大
風
下
で
は
、
窓
や
雨
戸

が
破
壊
さ
れ
る
と
室
主
体
の
被
害
は

大
き
く
な
る
の
で
、
窓
や
雨
戸
が
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
補
強
す
る
。

目
に
避
難

0

・
河
川
の
そ
ば
で
は
、
集
中
ム豪
雨
に

よ
る
濁
流
を
警
戒
す
る
。

・
傾
斜
地
で
は
か
鉄
砲
水
。
の
用
心

を
。

市
街
地
で
は

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
た
め
に
雨

は
地
中
に
吸
い
込
ま
れ
ず
、
地
表
を

流
れ
て
側
溝
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
あ
ふ

れ
る
。
そ
の
た
め
、

子
供
、
老
人
の

安
全
に
注
意
す
る
。

山
間
部
で
は

・
山
崩
れ
、
崖
崩
れ
を
警
戒
し
て
早

避
難
場
所

非
常
の
場
合
は
近
く
の
避
難
場
所
へ

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

地区加 避難場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号 地区別 避難場所 電話番号

市民体 育館 53-1552 中地区 住 53-1376 松原小学校 55-8619 

久原 地 区 園芸高校 54-3121 乾馬場 民センター 松原地区
松原出張所 55-8501 

大 村高校 52-2660 古 町地区 西大村中朝交 53-2360 

中 央 中 央 小学校 53-2046 
萱瀬中学校 55-7004 

大村市役所 53-4111 放虎原小苧校 54-2815 
萱瀬地区 萱瀬小 学校 55-7002 

片町地区 大村小学校 53-7117 
萱瀬出張所 55-7001 

コミュニアイ 54-3161 西大村小兵間交 53-2670 

センター 諏訪地区 西大村地区コ 53-4979 
ミュニティセ (公衆)

鈴田地区
鈴田出張所 52-2023 

ンター 鈴田小学校 52-4322 

本水主町町地区
市 民 会館 52-2739 

三城小学校 53-3234 
池田公 民館 三浦出張所市武道館 52-4836 池 田I也区 三浦 地 区

52-6475 
西大村小学校 53-2670 三浦小学校 52-4318 

新城地区 大村市農協会館 53-6161 原口
ろう学校 52-2444 j、路口地区 東浦地区 :f~島中学校 53-3401 

空港地区 工 業高校 52-3773 
竹松小学校 55-8224 

宮小路地区
竹松出張所 55-8314 

災害対策本部包⑬ 4111 

総合幅祉セン 53-1351 ⑫ 3 8 8 3 

杭水出津田地区
ター 福重小 学校 55-8524 

本 立11':1又二 寺 53-5510 福重地区 郡中学校 55-8318 
正 法 寺 52-2247 福重出張所 55-8614 

8 -

※各避難場所の責任者は、消防分団長、町務連絡員
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書士
右
流
が
起
き
や
事
い
い
と
乙
ろ
V

裏
山
に
急
な
谷
川
が
あ
る
と
こ
ろ
は
上
流
に
山
崩
れ
や
地
す
べ
り
が
あ
る

土
石
流
が
発
生
し
や
す
い
場
所
で
す
。

と
土
砂
が
川
を
せ
き
と
め
る
た
め
土

石
流
が
起
こ
り
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

SJZF:¥ちヅ
J 明酔

‘~) 
大
き
な
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
昔
、
土
石
流
が
あ

っ
た
可

能
性
が
あ
る
場
所
で
す
。

E 守 ¥議逗I
EJJR122JJ河|
開蜘 -吋ぽIJ，.

谷
に
た
く
さ
ん
の
土
石
が
た
ま

っ
て

い
る
と
、
洪
水
の
と
き
に
動
い
て
土

石
流
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぬ
度
以
上
の
傾
斜
が
あ
り
、
高
さ
5

m
以
上
の
が
け
で
周
辺
に

5
戸
以
上

の
家
が
あ
る
。

(
設
定
基
準
)

-
表
土
の
厚
い
が
け
で
岩
が
土
の
よ

う
に
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な

っ
て
い
る
。

カf カf

j勇け
きに
出割
たれ
り目
しが
てあ

， るた

ィ;

-
火
山
岩
な
ど
の
水
に
弱
い
地
質
の

が
す

上部の排水が

完備していないがけ。

-9 -
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いつもハツラツ、元気グ

指方 誠さん (久原 2丁目 ・80歳)

l::l 
忍んでつだって

!--
J''圃
と
に
か
く

JE
F
毎
日
日
1

闘
を

ー
ト
人
司

走
っ
て
お
ら
れ
る
指
方
さ
ん
。
大
村

…

走
ろ
う
会
の
会
長
で
も
あ
る
。

朝
は
6
時
1
7
時
頃
ま
で
、
冬
場
(
1

月
i
3
月
)
は
叩
時
頃
か
ら
1
時
間

位
走

っ
て
い
ま
す
。
若
い
こ
ろ
の
よ

吋
ト

う
に
ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
ま
せ
ん
が
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
よ

と
語
ら
れ
る
指
方
き
ん
。

力
走
っ
て
て
良
か

っ
た
な
あ
!
と
思

う
こ
と
は
。
と
の
質
問
に
対
し
・:
:
・

①
係
力
が
つ
い

て
く
る
。

(今
で
も

病
院
に
か
か
っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
よ
)
②
早
起
き
が
で
き

健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー

⑩ 

ス
ト
レ
ス
解
消
の
コ
ツ

iコi
主
婦
の

H

変
え
た
い
病
H

も

ス
ト
レ
ス
解
消
の
ひ
と
つ

生
活
に
な
れ
親
し
ん
で
、
少
し
飽

き
て
く
る
と
、
何
か
を
変
え
て
み
た

い
と
思
う
の
は
男
も
女
も
同
じ
。
男

族
の

「
会
社
を
や
め
た

い
」
と
い
う

発
作
的
な
発
言
も
そ
の
ひ
と
つ
。
し

か
し
、
た
い
て
い
の
場
合
は
、
年
中

行
事
的
な
グ
チ
こ
ぼ
し
と
相
場
は
決

っ
て
い
ま
す
。

~ 4~ 

主
婦
に
し
て
も
、
家
具
の
配
置
を

変
え
て
み
た
い
、
部
屋
を
和
風
か
ら

洋
風
へ
と
模
様
が
え
し
た
い
、
趣
味

を
増
や
し
た
い
・
満
喫
し
た
い
な
ど

田
中
つ
こ
と
が
多
い
は
ず
。
そ
ん
な
と

き
は
、
あ
と
さ
き
を
考
、
え
ず
、
思
い

き
っ
て
行
動
に
う
っ
す
こ
と
。
絶
好

の
ス
ト
レ
ス
解
消
法
と
な
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
夫
も
つ
い
で
の
こ
と
に

変
え
て
し
ま
い
た
い
、
な
ど
と
な
ら

な
い
よ
う
に
・

:・
。

に
載
っ
て
い
る
所
を
全
部
回

っ
て
、

日
本
中
に
友
達
を
作
っ
て
、
絵
は
が

き
で
文
通
で
き
た
ら
い
い
で
す
。

も
し
で
き
た
ら
、
外
国
に
も
行
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

美ちゃん(東三域町〉
s .60.10.22生まれ

アイドル登場
とにかく、元気いっぱいです。毎日よ

く食べよく遊びます。通る人ごとに手を

振り、みんなお友達だと思っているよう

です。

健康で素直な女の子になってくれたら

なーと思います。

とも

友
百
寺

き

木

る
し
夜
ふ
か
し
を

を
し
ま
せ
ん
。

③
走
っ
た
あ
と
は

気
分
が
そ
う
快
。

④
食
事
が
う
ま
い

こ
と
と
焼
酎

(毎

ぬ

日
1
合
位
を
お
湯

…
~

割
り
で
)
も
う
ま

い
:
:笑
。
⑤
気
分

に
張
り
が
あ
る
。

⑥
必
ず
決
め
た
距
離
を
完
走
す
る
意

地
が
で
き
た
し
、
中
途
半
ば
な
こ
と

を
し
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

と
に
か
く
肌
の
つ
や
も
良
く
、
健

康
そ
の
も
の
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

頑
張
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
・

・。

現
J 

県内唯一の女子サッカーチーム I 

大村レディス・フットボールクラブ

こん亀ヲールーフ
知ヲτ~?

(白 ・とも子さん〉

サ
ッ
カ
ー
と
い
え
ば
男
の
ス
ポ
ー

ツ
?
か
い
い
え
。
私
た
ち
女
性
だ

っ

て
や

っ
て
い
ま
す
。
チ
l
ム
結
成
後
約

2
年
半
、
メ
ン
バ
ー
は
中
学
生

・
高

校
生
・
花
の
独
身
、
そ
し
て
小
き
い

子
の
手
を
ひ
い
た
お
母
さ
ん
た
ち
ま

ゆ
で
総
勢
同
名
、
毎
週
日
曜
日
の
午
後

(
時
々
ナ
イ
タ
ー
も
)
浄
水
管
理
セ

ン
タ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

指
導
し
て
く
だ
さ
る
の
は
、
大
村
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
男
子
部
員。

彼
ら

は
ボ
l
ル
扱
い
は
も
ち
ろ
ん
、
小
さ

い
子
供
の
あ
や
し
方
も
上
手
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
母
さ
ん
た
ち

は
子
供
そ

っ
ち
の
け
で
ボ

l
ル
を
追

い
か
け
て
る
の
で
す
か
ら
。

練
習
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
準
備
体
操

か
ら
始
ま
り
パ
ス
、

シ
ユ

|
ト
な
ど

あ
の
手
・
こ
の
手

ハU1
i
 

3 
3 
3 a 
巨
d 
匂

G3 
~ 

⑤ 

証
券
取
引
商
法

「
結
衝
で
す
」
の
返
事
ガ
命
と
り

「
T
君
?
私
、

K
子
。
ク
ラ
ス
会

の
こ
と
で
相
談
が
あ
る
の
」
と
い
う

ん
電
話
で
呼
び
出
き
れ
た
T
君
。
待
ち

し
受
け
て

い
た
の
は
K
子
と
K
干
の
会

一
社
の
上
司
で
し
た
。
い
き
な
り
株
の

ι

話
に
な
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
パ
ン
フ
レ

一
ッ
ト
を
見
せ
ら
れ
ま
し
た
。
K
子
き

一
ん
の
手
前
、
話
だ
け
は
と
思
い
、
間

一
い
て
い
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て

i

男
の
人
が
「
ど
う
で
す
か
?
」
と
間

一
き
ま
す
。

T
君
は
断
わ
る
つ
も
り
で

d

「
結
構
で
す
」
と
答
え
た
の
で
す
o

m

「結
構
と
は
、
了
解
し
た
と
い
う
意

~
味
だ
」
と
は
ま
き
か
思
い
ま
せ
ん
で

一
し
た
。
そ
の
後
、
あ
ま
り
し
つ
こ
く

羽
つ
き
ま
と
わ
れ
、

T
君
は
お
金
を
支

一
払
う
ハ
メ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

T
君
の
買
っ
た
株
は
:
:
:
?
取
り
次

い
だ
会
社
さ
え
消
え
て
い
ま
し
た
。

あ
や
ふ
や
な
言
葉
は
命
と
り
。
自

分
に
不
要
の
も
の
、
関
心
の
な
い
も

の
は
「
い
り
ま
せ
ん」

と
ハ
ッ
キ
リ

断
わ
る
勇
気
が
必
要
で
す
。

だ対およい----，，-.-ぷ主将

ajaah;;:JH 
の
基
本
を
主
体
に
行
い
ま
す
が
、
私

た
ち
の
悩
み
は
近
く
に
練
習
試
合
を

し
て
く
れ
る
チ
l
ム
が
い
な
い
こ
と
。

そ
こ
で
、
時
々
協
力
し
て
く
だ
さ

る
の
が
、
市
内
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
。
私
た
ち
の
勝
星
は
ま
だ

た
っ
た
の
一
つ
。
で
も

一
試
合
ご
と

に
確
実
に
う
ま
と
な

っ
て

い
く
中

.

高
生
、
走
れ
な
い
分
を
口
で
カ
バ
ー

す
る
主
婦
た
ち
。
み
ん
な
サ

ッ
カ
ー

が
面
白
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
今
は

日
月
に
聞
か
れ
る
唯
一

の
公
式
戦

「
九
州
女
子
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大

v

会
」
に
向
け
て
ま
す
ま
す
練
習
に
励

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
思
い
き

り
ボ
l
ル
を
け

っ
て
み
た
い
方
、
私

た
ち
と
一
諸
に
サ

ッ
カ
ー
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

こ
の
商
法
の
手
口
は
、
悪
質
な
無

免
許
業
者
ガ
、

「
必
ず
儲
ガ
る
」
と

い
っ
て
顧
客
か
ら
金
を
集
め
、
株
を

買
う
ど
こ
ろ
か
勝
手
に
使
い
込
み
、

そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
理
由
を
つ
け
て

資
産
を
根
こ
そ
ぎ
ま
き
あ
げ
る
も
の

で
す
。
株
の
売
買
に
は
、
う
か
つ
に

手
を
出
さ
な
い
か
、

信
用
の
あ
る
会

社
を
選
び
だ
い
も
の
で
す
。
(
株
の
取

次
ぎ
等
は
、
大
蔵
大
臣
の
免
許
を
受

け
だ
証
券
会
社
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
)
一

6月13日は) 午後2時-4時

西大村コミュニティセンター
(フィルム名〕

ちいさな一歩 (市民教育〉

イルカと少年 (児童劇〉

宙局鴎固曾

視聴覚ライブラリー

大付子ども劇場
無台劇チワンの星
-o.JWAの子公演~

赤毛のいじめられつ子ガ民族を較う愛と

知恵と冒険の物語

6月15日(月)午後6時30分-8時15分
大村市民会館
問い合わせ大村子ども劇場合@)7063

-
E
4
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60回目(還暦)を迎えた三鈴運動会 砂

(% 惣原運動場)

三浦・鈴田雨地区あげての大運動会。 鈎稚

園・ /J¥・中学生 ・父兄・青年団・ PTAそれ

に鈴田の里学園なども入り¥総勢1200人の参

加。 60回目を祝うかのように暖かい陽射しが

運動場を包み¥はちきれんばかりの歓声ガ山

々にこだ、ましていましだ。

がんばれヤングマン l(話商工会議所)砂
今春学枝を卒業し¥地元企業に就職しだ64

人の新卒就職者瀕励大会が4月16日、商工会

議所で開かれましだ。大村を担う若者で会場

は熱気に包まれていました。

女手一つで40年寡婦表彰

(?(o商工会議所)
田の日にちなんで¥女手一つで40年間の長

い間¥精一杯生きぬいてこられた¥25人の方

に対し¥市長から uこれからも頑張ってくだ、

さい日 と表彰状と記念昂ガ贈られましだ。

なあ¥今年度は大村田子寡婦福祉連合会総

会も同時に行われましだ。

" 

‘こどもの白おめでとう(%子供の家ほか)
子供の日を前に¥市長は¥光と緑の園 (向

陽寮・乳児院〉大村子供の家を訪問「これか

らも仲良く頑張ってね」と灘励、プレゼント

を渡しまし疋。

ヨ 補喝噂酬明開情事与也市胴-~一 一

帯

‘ 第12回大村さくらマラソン大会
(% 市営陸上競技場附近)

4月刊日¥市営陸上競技場周辺で行われま

しだ。小学?年生から老人まで¥ 700人ガ参

加し健脚を競いましだ。成績はJ5ページに掲

載しています。

※第2回おおむら菖蒲まつり少年剣道大会 6月7日(日)午前9時30分-12 
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第
ア
回
大
村
市
合
唱
祭

日
時

6
月
初
日
出
午
後
6
時
加
分

開
演

場
所

市
民
会
館

入
場
料

3
0
0
円

出
演

大
村
少
年
合
唱
団
、
大
村
混

声
合
唱
団
、
カ
ト
レ
ア
コ
ー
ラ
ス
、

大
村
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
、
コ
ー

ロ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
大
村
、
植
松

教
会
聖
歌
隊
、
大
高
コ
ー
ラ
ス
部、

西
中
コ
ー
ラ
ス
部
ほ
か

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課

何
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
認
定
講
習
会

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
子

ど
も
会
や
P
T
Aな
ど
の
活
動
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
時
ミ
リ
映

写
機
の
操
作
扶
術
認
定
講
習
会
を
聞

き
ま
す
。

終
了
者
に
は
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
「
技
術
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
こ
の
認
定
証
が
あ
れ
ば
フ
ィ
ル

ム
、
映
写
機
が
無
料
で
使
え
ま
す
。

日
時

第
1
回
6
月
日
日
j
凶
日

第
2
回
7
月
2
日
i
3
日

い
づ
れ
も
、
午
後
6
時
初
分
j

9
時

初
分

場
所

定
員

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

却
人

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
で
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
へ

、

受
付
開
始

6
月
5
日
幽

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。

第
5
岡
雷
雲
凋
ま
つ
り

大
村
俳
句
大
会

日
時

6
月
凶
日
制
午
後
l
時
よ
り

場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

投
句

当
日
嘱
目
句
(
当
日
の
吟
行

句
)
3句
正
午
投
句
締
切
互
選

受
付

午
前
日
時
よ
り

健
康
教
育
講
演
会

日
時

6
月
口
日
附
午
後
1
時
却
分

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

講
演
会

演
題

心
臓
病
と
高
血
圧
に
つ
い

てお
お
つ
か
内
科
医
院

大
塚
和
生
先
生

健
康
相
談

(
市
保
健
婦
)

時
間

午
後
3
時
よ
り

講
師

大
村
、
ギ
タ
ー
合
奏
団

第
何
回
演
奏
会

6
月
6
日

ω、
午
後
6
時
却

分
開
演

場
所

市
民
会
館

演
奏
内
容

合
奏

ガ
イ
l
ヌ
組
曲
よ
り

つ
る
ぎ
の
舞
ほ
か

狸
奏

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
想
い
出

・
シ
ャ
コ
ン
ヌ
ほ
か

入
場
料

6
0
0
円

初
級
講
座
募
集
中

毎
週
樹

・
午

後
7
時
よ
り
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ

ン
タ
ー
に
て

問
い
合
わ
せ
宮
@
0
3
2
8
配
階

日
時

0
6
0
θ
 

高
等
学
校
開
放

成
人
大
学
講
座

楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
入
門

期
間

6
月
下
旬
l
ロ
月

1
3
回
(
土
曜
日
)

時
間

午
後
2
時
1
4
時

場
所
大
村
工
業
高
等
学
校

内
容

ワ
ー
プ
ロ
と
し
て
文
章
を
作

っ
た
り
プ

ロ
グ
ラ
ム
入
門
な
ど
パ

ソ
コ
ン
に
つ

い
て
の
初
歩
的
勉
強

講
師

大
村
工
業
高
校
教
諭

対
象
・
定
員

一
般
成
人
初
名
(
抽

選
)

※
初
心
者
で
最
後
ま
で
受
講
で
き
る

月
1
回

人

・
今
ま
で
受
講
し
て
い
な
い
人

受
講
料

テ
キ
ス
ト
代

5
0
0
円

申
込
方
法

電
話
で
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
へ

申
込
期
間

6
月
5
日
働
1
1
日
嗣

抽
選
日
・
場
所

6
月
ロ
日
樹
午
後

6
時
か
ら
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
七
/

タ
l

第

3
講
座
室

※
抽
選
に
来
れ
な
い
人
は
代
理
の
方

で
も
結
構
で
す
。

趣
昧
の
家
庭
園
芸

期
間

6
月
中
旬
1
臼
年
1
月

月
1
回
1
3
回
(
土
曜
日
)

時
間

午
後
1
時
加
分
1
3
時
泊
分

場
所

大
村
園
芸
高
等
学
校

内
容

庭
木
、
草
花
、
盆
栽
、
野
菜

加
工
、
そ
の
他

講
師

大
村
園
芸
高
校
教
諭

対
象
・
定
員

一
般
成
人
初
人

※
初
心
者
で
最
後
ま
で
受
講
で
き
る

人

・
今
ま
で
受
講
し
て

い
な
い
人

受

講

料

テ
キ
ス
ト
代

5
0
0
円

申
込
方
法

電
話
で
教
育
委
員
会
、

社
会
教
育
課
へ

※
{
足
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
期
間

6
月
3
日
同

1
8日
間

昭
和
白
年
工
業
統
計
調
査

ポ

ス

タ

内
容

製
造
業
を
営
む
事
業
所
が
、

工
業
統
計
調
査
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、協
力
が
得
ら
れ
る
も
の
で
、
図

案
に

「通
商
産
業
省
」
「
工
業
統
計
調

査
」
「
昭
和
白
年
ロ
月
白
日
」
の
文
字

が
入
り
、
未
発
表
の
も
の
。

用
紙

縦
日
叩
×
横
必

m
で
、
必
ず

縦
長
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

色

4
色
以
内
で
、
写
真
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

6
月
初
日

ω

応
募
・
問
い
合
わ
せ

県
企
画
部
情
報
統
計
課
(干
制
長

崎
市
江
戸
町
2
1
U

E
長
崎
⑫

1
1
1
1
)
 

※
作
品
の
裏
面
に
、
住
所

・
氏
名
・

職
業
(
学
校
名
・

学
年
)
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

大
村
民
踊
愛
好
会

期
日

6
月
よ
り
毎
週
火
曜
日

時
間

午
後
1
時
加
分
1
3
時
初
分

場
所

西
大
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

会
費

月

1
0
0
0円

講

師

中

山
流
家
元
中
山
義
夫

(
石
橋
輝
興
)

中
山
流
師
範
中
山
芳
文

申

込

先

包
@
3
8
4
2
(服
部
)

@
0
0
8
8
(
山
田
)

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

資
格

幻
歳
以
上
部
歳
末
満
の
男
女

受
付

6
月
1
日
間
i
初
日
仰

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
重
事
務
所

(
宮
⑫

6
2
1
7
)
 

よいよい

(NTT大村、 8⑭41 4 1) ※カラオケテレホンサービスl3-
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C
6
0
0
 

能
力
再
開
発
訓
練
生

能
力
再
開
発
訓
練
は
、
中
高
年
令

者
及
び
職
業
転
換
を
必
要
と
す
る
人

の
能
力
を
開
発
し
、
再
就
職
を
容
易

に
す
る
た
め
実
施
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
限

6
月
日
日
間

募
集
科
目

電
気
設
備
科
、
配
管
科
、

住
宅
建
築
科

問
い
合
わ
せ

職
業
安
定
所
又
は
長

崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
干
制
諌
早

市
小
船
越
町
1
1
1
3

8
@
2
7

桜
が
原
中
学
校
の

校

叡

(
叡
詞
)

内
容

①
自
由
で
す
が
、
形
式
は
三

連
と
し
ま
す
。
②
自
作
未
発
表
に

限
り
ま
す
。

締
め
切
り

7
月
訂
日
樹
、
当
日
消

印
有
効

送
り
先

桜
が
原
中
学
校
(
干
鰯
桜

馬
場
2
丁
目
邸
・

宮
@
1
1
6
6
)

備
考

①
採
用
分
に
は
-
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。
③
原
稿
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
③
内
容
の
変
更
を
お
願
い
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

弓

道

教

室

心
身
の
鍛
錬
と
、
弓
道
の
節
度
あ

る
礼
儀
作
法
を
身
に
つ
け
る
た
め
開

催
し
ま
す
。

期
間

6
月
日
日
ω
1
8
月
幻
日
幽

毎
週
火

・
金
曜
日
計
初
回

時
間

午
後
7
時
1
9
時

場
所

市
営
弓
道
場
(
大
村
公
園
内
)

対
象

定
員

一
般
男
女
、
加
名

参
加
費

(

資

料

代
)
1
0
0
0
円

※
他
に
傷
害
保
険
加
入
金
6
0
0

円
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限

6
月
日
日
出

申
込
先

直
接
市
営
弓
道
場
へ

電
話
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込
み

は
い
っ
さ
い
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

夏
季
卓
球
大
会

日
時

7
月
5
日
目
午
前
9
時
集
合

場
所

市
民
体
育
館

競
技
種
目

中
学
男
子

・
中
学
女
子

一
般
男
子
(
高
校
を
含
む
)
、
一
般

女
子
(
高
校
と
婦
人
を
含
む
)
の
各

シ
ン
グ
ル
ス

一
般
男
子
・
一
般
女
子
の
各
、
ダ
ブ
ル

ス参
加
資
格

大
村
市
内
に
在
住

・
在

学
・
在
勤
者
で
あ
る
こ
と
。

参
加
料

中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

3
0

0

円

高

校

・
一
般
の
シ
ン
グ
ル
ス
5

0
0
円
ダ
ブ
ル
ス

6
0
0
円

申
込
先

大
村
卓
球
協
会
(
玖
島
郷

4
0
5

朝
長
靖
彦
)

申
込
期
限

6
月
お
日
間

新
体
操
教
室

期
間

6
月
日
日
1
9
月

初

日

毎

週
水

・
金
曜
日
、
午
後
5
時
1
6
時

却
分

市
民
体
育
館
(
小
体
育
館
)

(
女
子
の
み
)

低
学
年
小
1
1小
3
附

高
学
年
小
4
1
中
3
也

低
学
年
却
名

高
学
年
初
名

参
加
料

無
料
(
た
だ
し
、
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
加
入
金
3
5
0
円
を
参

加
時
に
い
た
だ
き
ま
す
。
)

指
導
者

大
村
市
体
操
協
会
員

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

6
月
6

日
出
ま
で
に
教
育
委
員
会
体
育
課

へ
直
接
お
い
で
下
さ
い
。
な
お
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯

第
5

回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
資
格

一
般
(
高
校
生
は
除
く
)

期
日

6
月
お
日
制

場
所

市
営
球
場
ほ
か

参
加
料

4
0
0
0円
(
1
チ
ー
ム
)

申
込
期
限

6
月
初
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
7
8
(
片
岡
)

対場
象所

定
員

宮
(⑪

4

少
林
寺
拳
法
教
室

期

間

6
月
刊
日
1
7
月
刊
日

場
所
@
市
武
道
館
2
階

毎
週

月
、
水
、
金
曜
日

@
富
の
原
児
童
体
音
鍾

毎

週
火
、
木
曜
日

い
づ
れ
も
午
後
6
時
ぬ
分
1

8
時

小
学
生
以
上

時
間

対
象

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

直
接
武

道
館
及
び
富
の
原
児
童
体
育
館
、
ま

た
は
宮
@
0
7
4
1
(
内
田
)

長
崎
県
青
年
大
会

出

場

者

期
日

8
月
幻
自
由
1
お
日
日

開
催
地

島
原
市

体
育
の
部

陸
上
競
技
、
卓
球
、
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
剣
道
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
柔
道
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
、
相
撲

文
化
の
部

意
見
発
表
、
合
唱
、
郷

土
芸
能
、
演
劇
、
生
活
文
化
展
、

囲
碁
、
将
棋
、
人
形
劇

予
選
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

体
育
の
部

市
体
育
協
会
(
種
目

別
)

文
化
の
部

教
育
委
員
会
社
会
教

育
課

※
種
目
別
に
予
選
を
済
ま
せ
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
は
早
め
に
。

昭
和
白
年
度
調
理
師
試
験

試
験
日

7
月
お
日

ω

試
験
地

長
崎
市

・
佐
世
保
市
・
壱

岐
郷
ノ
浦
町

同又付

6
月
1
日
間
1
ロ
日
幽

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
予
防
課
(
宮
@
2
1
9

3
)
 ※

願
書
等
は
保
健
所
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す

大
村
東
彼
地
区

保
健
衛
生
連
絡
協
議
会

事

職

貝

務

内
容

大
村
東
彼
地
区
保
健
衛
生
連

絡
協
議
会
事
務
局
女
子
事
務
員
1

名応
募
資
格

①
満
辺
歳
以
下
の
未
婚

者
②
一
口
問
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
人

③
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
⑨
普
通
自

動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

応
募
締
め
切
り

6
月
刊
日
制

試
験

6
月
四
日
肘
(
予
定
)

※
詳
し
い
こ
と
は
大
村
保
健
所
内
、

大
村
東
彼
地
区
保
健
衛
生
連
絡
協

議
会
(
酉
二
城
町
ロ

宮
⑬

2
1

9
3
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験

種
類

①
甲
種
②
乙
種

試
験
日

8
月
9
日

制

午

前

9
時

試
験
場
所

長
崎
市
、
佐
世
保
市
、

福
江
市
な
ど

受
付
期
間

6
月
口
日
附
j
初
日
倒

願
書
交
付
先

当
支
部
、
県
消
防
々

災
謀
、
県
各
振
興
局
、
支
庁
総
務

課
、
各
消
防
本
部
同

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

例
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
長
崎

県
支
部

(長
崎
市
金
屋
町
9
1
3

宮
長
崎
⑫
5
9
9
9
)
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警
察
官
採
用
試
験

(
大
学
卒
業
程
度
)

受
験
資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
村
山
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
子
で
、

4
年
生
大
μ
圭
M
T

業
見
込
者
及
び
卒
業
者
。

受
付
期
間
6
月
3
日
同
i
げ
日
制

一
次
試
験
8
月
2
日
目

試
験
地

長
崎
市
内

採
用
弔
占
え

臼
年
4
月

問
い
合
わ
せ

大
村
警
察
署
(
宮
@

3
1
2
6
)
、
派
出
所

・
駐
在
所

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

種
類

①
一
般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

盆
戻
業
用
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試

験
③
特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

7
月
刊
日
幽

試
験
場
所
長
崎
県
漁
協
会
館
(
長

崎
市
)
、
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
(佐

世
保
市
)、長
崎
県
総
合
農
林
試
験

場
(
諌
早
市
)

受
付
期
限
6
月
日
日

ω

受
験
手
数
料
6
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
保
健
所
(
宮
@
2
1
9
3
)

県
営
住
宅
入
居
者

新
築
(
桜
馬
場
住
宅
)
、
及
び
空

家
補
充
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

受
付
6
日
1
日
間

1
5
日
幽

※
詳
し
く
は
、
県
住
宅
供
給
公
社

(
大
村
事
務
所
宮
@
6
8
2
5
、
諌

窃自信 窃 喝 宙 自 自

の入 居 者
種別 住 宅 名 戸数 間取り(畳) 家賃(月接円)1

小路口第 1 1 6・6 3川 |
古 町 3 604.5 4，7∞| 

1 
久 原 6，側-9，1∞:3 6・4.5・3

種
t1 松 1 604.5・3.5 9，8∞ 

池 田 1 6・6・5 13，(削

久原第 2 1 6・6・5 21，8∞ 

小路口第 2 1 6・4.5 2，ωo 
池田第 1 1 604.5 2，似目。

2 
駅 日IJ 2 604.5 4，鵬-5，(削

種
池田 2 6・6・4 8，2∞-9，由。

原口アパート 1 6・6・6 19，目。

松 原 l 6・6・6 20，∞o 

受け付け 6月5日幽-10日休)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

早
事
務
所
宮
⑧
9
0
5
3
)
、

県

住
宅
課
(
宮
長
崎
⑫
5
1
7
8
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

第
刊
は
回
大
村
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

成

績

(
1
位
の
み
、
敬
称
略
)

小
学
1
年
生

(21m)

男
子
森
真
基
(
竹
松
小
)

女
子
吉
村
幸
子
(
竹
松
小
)

小
学
2
年
生
(
2
1
m
)

男
子
小
長
和
也
(
富
の
原
小
)

女
子
塚
原
綾
子
(
放
虎
原
小
)

小
学
3
年
生
(
2
1m)

男
子
山
川
龍
(
中
央
小
)

女
子
内
山
真
由
美
(
竹
松
小
)

小
学
4
年
生
(
2
M
)

男
子
川
尻
博
文
(
富
の
原
小
)

女
子
南
原
愛
子
(
福
重
小
)

小
学
5
年
生

(
2
同
)

男
子
谷
野
幸
司
(
放
虎
原
小
)

女
子
川
崎
恵
枝
(
富
の
原
小
)

小
学
6
年
生
(
2
M
)

男
子
吉
村
貴
幸
(
富
の
原
小
)

女
子
伊
藤
佳
代
(
旭
が
E
小
)

中
学
生
男
子
(
3
1
m
)

近
河
正
憲
(
桜
が
原
中
)

中
学
生
以
上
女
子
(
3
M
)

滝
野
克
子
(
大
村
中
)

健
康
マ
ラ
ソ
ン
(
5
1m)

溝
上
正
美
(
福
重
、
農
業
)

一
般
男
子

松
尾
光
浩
(
大
村
工
業
高
)

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(
香
典
返
し
)

福
祉
基
金
へ

マ
山
口
勇
(
今
村
町
)
5
万
円

マ
野
岳
貢
(
陰
平
町
)
5
万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

マ
山
下
ト
ミ
(
松
原
本
町
)
ワ

i
ブ

ロ
外
(
却
万
円
相
当
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
今
里
剛
(
古
賀
島
町
)
江
川
万
円

マ
渡
辺
チ
エ
子
(
徳
泉
川
内
町
)
3

万
円

マ
吉
田
勝
美
(
古
賀
島
町
)
叩
万
円

マ
谷
口
ト
ヨ
(
久
原
2
丁
目
)
凶
万

円
マ
馬
場
光
徳
(
松
原
本
町
)
叩
万
円

マ
富
永
嘉
月
(
坂
口
町
)
5
万
円

敬
称
略

(
一
般
寄
付
)

清
和
国
へ

マ
寺
井
勇
(
小
川
内
町
)
ザ
ボ
ン

マ
華
項
婦
人
会
H
い
ち
ご
外

マ
鈴
田
地
区
婦
人
会
H
い
ち
ご
外

マ
森
・
岩
井
・

末、
氷
理
容
院
1
奉
仕

マ
平
石
恭

一
(
片
町
)
天
津
甘
栗

マ
大
村
木
工
業
協
同
組
合
日
障
子
補

修
・
脚
立
三
脚
寄
贈

マ
大
村
氏
踊
愛
好
会
・
す
み
れ
会
1

愚
問

桜
が
原
中
学
校
へ

マ
隅
淳
司
(
乾
馬
場
町
)
卓
球
ム
口一

式

敬
称
略

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
鮒
H
6

千
7
0
0
円

泉
の
里
ヘ

マ
平
石
恭
一
(
片
町
)
甘
栗

マ
花
満
H
花
束

マ
好
田
・
井
手
・
鈴
木
・
和
田
理
容

院
日
奉
仕

慈
恵
荘
ヘ

マ
三
久
ラ
ー
メ
ン
リ
1
万
円

マ
板
播
養
鶏
場
(
木
場
1
丁
目
)
冷

凍
卵

マ
伊
東
製
麺
所
(
杭
出
津
2
丁
目
)

ラ
ー
メ
ン
玉

マ
花
満
1
花
束

マ
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
学
院
H
奉
仕

鈴
田
の
里
学
圏
へ

マ
寺
井
勇
(
小
川
内
町
)
果
物

マ
大
村
市
島
諺
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
H

ヨ
ー
グ
ル
ト

大
村
子
供
の
家
ヘ

マ
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

マ
今
泉
武
久
(
杭
出
津
2
了
目
)
オ

ル
ガ
ン

マ
堀
川
雅
文
(
水
主
町
2
丁
目
)
こ

た
つ

マ
辻
鮮
魚
届
日
魚

マ
大
村
ス
ポ
ー
ツ
社
u
H

学
生
服

マ
市
立
病
院
1
菓
子

マ
ロ

l
タ
i
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
・
大
村

高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
・
人
形
劇
団
風

の
子
太
郎
H
慰
問

※男女モーターボート選手募集(6月8日まで申し込み・問い合わせモーターボート競走会合⑫ 6194)ph
u
 



62.6 市政だよりおあ、む5

萱瀬出張所現幼児健康相談1日|安産教室市役所9: 00-11: OO(⑤ 9 : 00-9 : 30)116日

(月)1 ⑮母子健康手帳、ズボン I (火)

一般健康粍談市役所 13:00-16: 00 

@J!O歳以上@血圧測定ほか

17日|妊婦教室(3)
休)

13 :ω-16: 00 市コミセン

18日|機翻|練根気の会
休)

福祉センタ-13:30-15:30 
③113: 30-15: 00 松原出張所現却児健康相談

2日

(火)
4歳6か月!尾健薦箔 市コミセン

⑧@⑮…12日働 と同じ

成人¢耀康相談 福祉センター

@⑪… 1日(月)と同じ

19日

幽
3日

休)
13:00-15 :00 

13: 00-16: 00 妊婦教室草川 市コミセン

4日It鮪E司|糠根気の会
休)

10: 00-14: 00 

5日

ω 
当番医

(内) 大薗内科医院松並一丁目宮⑪55 4 6 

(外・内) 田崎医院古町 宮⑪ 1234 

21日

{日}

13 : 00-15 : 00 

大村公園

成人の健康相談 福祉センター

@⑮・…..1日(月)と同じ

当番医

(内) ) 11本内科医院 久原 1丁目

(整) 貞松整形外科病院 東本町

7日

(日) 包⑪ 56 7 5124日

包~ 1 1611 休)
13: 00-16: 00 

8日|乳胡児健康相談 竹松出張所

(月)1 ⑧ 9: 30-11 : 00 ⑧0-6か月の乳児

⑧il3 : 00-15 : 00 ⑧7か月以上の乳幼児

@灘乳食教室 (10:30より)

乳却児健康相談 市コミセン

⑧13: 30-15 : 00 IO灘乳食教室(13: 30より )

市コミセン

3規尾健康診査 市コミセン

⑧ 9: 30-10 : 00、13:00-13: 30 

⑩百和58年12月生まれ(58年6月-11月生まれ

で、まだ受けていない人も受診してください)

⑬母子健康手帳、問診票

妊婦教蜜4)

25日

(木)

9日

(火) 28日

{日)10日

(7}() 

オ歳6か月!尾健麗2査
市コミセン ③113: 00-13: 30 

⑩百手口6昨 11月生まれ(6昨 6月-10月生まれ

で、ま だ受けていない人も受診して下さしミ)

⑮母子健康手帳、問診票、お子さ んの歯ブラシ

13: 00-16: 00 市コミセン妊婦教室(2)

30日
12日

(針
18: 30-20 : 30 

暗号の翻月

@ 一対象 ③・受け付け

⑮ ・持ってくるもの ⑪一内容

当番医務寮時間 9: 00-18: 00 

市コミセン妊婦教室(5)

当番医

(内・呼) おおつか内科医院西三城町宮@8080

(産) 後藤産婦人科医院西大村本町岱@6015

14日

{日)

圃
軍
国
軍
園
田
園

6
月
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て

も
、
梅
雨
、
湿
気
が
多
く
て
、
洗
濯

物
も
乾
か
な
い
し
、
気
持
ま
で
め
い

っ
て
し
ま
い
そ
う
。
こ
の
う
っ
と
お

し
い
梅
雨
ど
き
に
、
華
麗
な
色
彩
の

変
化
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
ア
ジ
サ

イ
は
、
人
気
上
昇
中
の
花
だ
そ
う
で

す
。
雨
の
中
に
ひ
と
き
わ
大
き
く
咲

く
ア
ジ
サ
イ
、
人
目
を
ひ
き
7

心

ま
で
洗
っ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

市民相談コーナー (広報公聴課〉ですべて無料で行って

います。お気軽にご相談ください。

人権相談(4日 10: 00'"'""15 : 00) 
行政相談 (11日 9: 30'"'""12 : 00) 
法律相談 (17日 10: 00'"'""15 : 00) 
交通事故相談 (23日 10: 00'"'""15 : 00) 
年金相談 (24日 10: 00'"'""15 : 00) 
不動産相談 (26日 13: 00'"'""16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分より行っています。

6
月
の
定
例
相
談
日

n
h
u
 

※ 6 月の大村ポート ( 5 日 ~10日・オールランナ一戦、 18 日 ~23 日、 27 日 ~7 月 1 日)
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